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 エコアコールウッドは、平成 8 年から開始した本社工場敷地内の試験場で行っている実

大材による屋外曝露試験（別紙 1）で、屋外使用においての最も長い記録を保持している。

素材とエコアコールウッドを土中に埋め、地際の状態を観察する試験で、エコアコールウ

ッドは 18年経過した現在も地際の状態が良好であり、健全なまま試験場に残っている。 

 

 代表的な製品実績としては、平成 12年 7月に国営備北丘陵公園（広島県庄原市）内に施

工されたパーゴラ（別紙 2写真 1）が現在 15年目を迎えている。そのパーゴラの柱は径の

大きい円柱であるが、目立った割れや腐朽等もほぼ見られず、また無塗装での使用で、木

材の一部に変色が見られるものの現在も木材の色味を十分に残し、健全な状態を保ってい

る。 

また、平成 13年 1月に尾の上公園（佐賀県唐津市）内に施工されたテーブルベンチ（別

紙 2写真 2）は、現在 13年目を迎えている。この公園は潮風が吹く海岸に近い場所にあり、

さらにテーブルベンチは土中施工されているが、現在も健全な状態で残っている。 

 

 さらに、エコアコールウッドは、土中使用よりも環境の厳しい JASの「K5」、ISOの「H6」

に定められている海中での試験も行っており、現在 8 年間の試験において良好な結果を残

している（別紙 3）。 

その海中での試験データが認められ、世界遺産の厳島神社（別紙 2写真 3）の海中に浸か

る束柱にエコアコールウッドが採用された。海中に浸かっている束柱は素材だと 2～3年で

使えなくなるほど海虫からの食害を受ける（別紙 2写真 4）が、エコアコールウッドで改修

した束柱は 5年経過した現在も良好な状態である（別紙 2写真 5）。 

 

上述した試験データおよび製品実績から現在示すことのできるエコアコールウッドの性

能および実際の耐用年数であるが、試験データおよび製品実績の状態から、エコアコール

ウッドの耐用年数はおよそ 20～25年と推定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙 1） 

 

【実大材屋外曝露試験の概要】 

 φ150×4000の円柱加工スギ丸太において、素材とエコアコールウッド（薬剤濃度 10％

注入量 250kg/㎥）で劣化状況を比較するために、各材料を土中に 1ｍ程度埋め、屋外曝露

試験を開始した（平成 8年～）。 

 

 写真 1 は 10 年経過後の地際の状況である。

エコアコールウッドの地際の状態はまったく

健全であるが、素材は地際の腐朽の進行によ

り倒壊してしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 は倒壊後の素材の断面である。素材の

円柱は中の方まで腐朽が進行していたことが

わかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在、エコアコールウッドは 18年経過して

いるが、写真 3 のとおり現在も健全なままで

ある。 

 

 

 

 

 

 

写真 2  10年経過後の素材地際断面 

写真 1  10年経過後のエコアコールウッド 

     と素材の曝露試験状況 

写真 3  18年経過後のエコアコールウッド 

     の曝露試験状況 



（別紙 2） 

【製品実績・採用実績】 

 

写真 1  国営備北丘陵公園内に施工された 

パーゴラ（15年目） 

写真 2  尾の上公園内に施工されたテーブル 

ベンチ（13年目） 

写真 3  満潮時の厳島神社 

写真 4  厳島神社の素材束柱 写真 5  厳島神社のエコアコールウッド束柱 

（5年経過） 






